
 

 

建設業経理士 1級 
過去問ゼミ 

 

 

 

 

 

 

 

 原価計算 

 
 

 
 

 

弥生カレッジCMCでは、月2回（予定）YouTube

ライブにて独学者応援（無料質問会）を開催し

ています。 

下記質問フォームに、学習内容についての質問

や詳しく教えてほしい論点等、事前にコメント

してください。当日お答えいたします！ 

 

＜質問フォーム＞※有料講座受講期間限定 

https://kaikeisoft.net/form01/liveform/ 

 

 

 

https://kaikeisoft.net/form01/liveform/


 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



建設業経理士１級（原価計算）２問 レジュメ 
 

＜第 19 回＞ 

1. 見込生産＝総合原価計算ではないが、後段の表現から総合原価計算を実施していると思われ

る 

 
5.試作費は個別原価計算の直接経費として規定されている。 

 
＜第 18 回＞ 

1. 工事現場管理者の給料は経費（うち人件費）となる 

2. 操業度との関連で変動費と固定費 

3. 例えば外注費 

5.標準か実際か 

 
＜第 17 回＞ 

2. 建設工事原価計算基準の抜粋 

本基準における「建設工事原価計算制度」とは、受注した個別工事に適用される 

予算原価計算と実際原価計算とが、会計組織上、有機的に結びついて常時継続的に

運営される原価計算をいう。 

原価計算基準の原価計算制度の内容と同じ 
 

 
＜第 16 回＞ 

非原価：非原価項目とは，原価計算制度において，原価に算入しない項目をいい，おおむ

ね次のような項目である。 

(一)経営目的に関連しない価値の減少 →（営業外費用） 

(二)異常な状態を原因とする価値の減少， →（特別損失） 

 
要は製造原価と販管費が原価を構成すると考えればいいでしょう 

 
＜第 15 回＞ 

1. 原油を精製する際に重油やガソリンが同時に生産されるが、どちらか一方を意図的に増

やしたりすることができたり、一方が不要なものではないことから、これらは連産品と呼

ばれる。 

2. ライフサイクル 

企画設計→建設→運用管理→廃棄 

＜鹿島建設ＨＰより＞ 
建物は竣工後から解体廃棄されるまでの期間に建設費のおよそ3～4 倍の費用がかかると

いわれています。建物の運営や修繕更新を、計画性をもっていかに行うかによって、発生

する費用や建物の寿命は大きく異なります。 鹿島は、竣工時に長期修繕計画を作成して提

供 

します。 

 
＜第 14 回＞ 

3. ＶＥ（価値工学） 

VE（Value Engineering）とは、製品やサービスの「価値」を、それが果たすべき「機能」 1 



とそのためにかける「コスト」との関係で把握し、 システム化された手順によって「価値」の向

上をはかる手法です。 

ジョブプランとは改善上の諸問題を機能概念を主体にして解決する一連のプロセスであり、

具体的には VE 活動のガイドラインとアウトプットを示す機能を持つものです。 

＜日本ﾊﾞﾘｭｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ協会＞ 

 
4. ５Ｓは有名ですね。しっかり押さえておきましょう。 

 
＜第 13 回＞ 

特に難しい問題はありません 

 
＜第 12 回＞ 

1. この基準では、仮設工事に係る物品の損耗額を材料費としないことにしている 

3.勘違いしないように賃金手当は労務費です 

 
＜第 11 回＞ 

2.受入価格差異 

３.活動基準原価計算 

 
＜第 10 回＞ 

1. 製品原価（プロダクトコスト）、期間原価（ピリオドコスト） 

2. （基準より）わが国における原価計算は，従来，財務諸表を作成するに当たって真実の

原価を正確に算定表示するとともに，価格計算に対して資料を提供することを主たる任務

として成立し，発展してきた。 

4. 工事契約に関する会計基準より：工事原価総額の定義 

5. 品質は次の２つの概念に区分される（CMC 日商１級レジュメより） 

 
＜設計品質：顧客ニーズと製品の設計仕様が適合しているかどうかに焦点をあてた概念 

＜適合品質：製品の実際の仕様が設計仕様に適合しているかどうかに焦点をあてた概念

品質原価計算においては、適合品質に焦点があてられている 

品質原価計算上、品質原価は大きく品質適合コストと品質不適合コストに分類できる。品

質適合コストはさらに予防コストと評価コストに分類される。また、品質不適合コストは

さらに内部失敗コストと外部失敗コストに分類される。 

品質適合コストと品質不適合コストの間には品質適合コストを増加させると品質不適合コス

トが減少するというトレードオフ関係があるので、品質適合コストと品質不適合コストの合

計が最小となる最適品質原価ポイントを実現するように管理していくべきであるとする考え

方と品質不適合コストはコストでなく、企業にとっての損失だとする考え方がある。この考

え方をとった場合は、損失を減少させることが大事なので、一時的に品質原価の合計が増加

したとしても、品質不適合コストが減少する施策を実施し、中長期的に品質原価の合計が下

がればよいという考えに結びつく。 
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＜問1＞ 問題文の意味がわかりにくい 

こういう時は、原価比例法の意味を中心に書く

さらに他の工事進捗度の計算方法書ければ書く 

書く事なければ工事進行基準と工事完成基準でもＯＫ 
 
 

＜問 2＞ 

予定配賦率の計算方法、実際配賦率の計算方法

予定配賦率を使う意味（迅速性） 

＜問 1＞「施行者の義務を果たすためのすべての原価」

まずは材料費・労務費・外注費・経費 

そして計算問題から応用し、労務外注や、販売管理費の中で原価に含むものを書

ければ良いでしょう 

 
＜問２＞予算編成と予算統制の意義 

イメージとしては実行予算の事を書けばいいようです 
 
 

編成で実行予算 

統制は差異分析→改善活動 

建設業経理士 1 級（原価計算）第 1 問対策 

 
論述問題は解答要求を大きく外さなければ字数に関わりなく 50％は確保できます。 

中小企業診断士、ビジネス会計検定 1 級、大学院記述試験、建設業経理士 1 級 3 科目合

格の経験からほぼ間違いないと思われます。実際の試験で専門誌から出ている模範解答を

書く事はほぼ不可能だと思います。本試験当日の立ち回り方という事であえて作文的な内

容で説明させて頂きます。問題文の問いかけが難しい場合は、定義中心に解答して下さい。 

 
第 10 回 

 

 
第 11 回 

 



＜問1＞ 原価計算制度の意義書きにくい、目的羅列でＯＫ

目的は：原価管理・利益管理（表裏一体ですが）・予算管理

原価管理→標準原価計算 

利益管理→固定費、変動費

予算管理→実行予算 

 
＜問２＞間接費の正常配賦と予定配賦 

1 年間イメージ→予定配賦 

3 年間イメージ→正常配

賦迅速性も書こう 

＜問 1＞「信頼性をもって見積もる」の具体的意味（要件書けば良いか）

成果の確実性の要件から書いても良い 

実行予算作成 

予実対比を随時行い修正できる体制が構築されている事 
 
 

＜問２＞材料副費

付随費用 

内部副費→倉庫管理者、原価管理担当者の給与→予定配賦

外部副費→引取費用、倉庫会社→実際配賦 

差異分析まで書いても加点か？ 

第 12 回 
 
 

 
 

第 13 回 
 



＜問1＞ 

予定、正常、理想 この３つくらいでしょうか 

1 年、3 年、ありえない基準 

私なら理想から書いて、現実的には無理だから予定・正常と書きます 
 
 

＜問２＞ 

品質原価計算の知識がいります

でも知識なくても書けます 

 
品質→顧客が期待する品質 

 
 

適合させるためのコスト→品質適合コスト

納入後のクレーム→品質不適合コスト 

 
どっちがダメージ大きいか 

 
 

こんな観点からの作文で充分でしょう 

第 14 回 
 

 
 



＜問 1＞ 

計算のイメージから行きましょう 

直接→簡単・不正確（補助部門間は無視） 

階梯式→やや複雑→やや正確（影響度高いものから配賦） 

相互配賦法→複雑→正確（補助部門間を考慮）→簡便法、連立方程式法 

結果的には大きく変わらないので、直接法採用企業が多い 

＜問 2＞ 

投資額 100,000 

こんな数値を書いて、計算方法を記せばよい 

長所は簡単 

短所は回収後のＣＦ考慮していない（ＮＰＶとの比較）

貨幣の時間価値の事書いても良い 

第 15 回 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 年目 CF 50,000 

2 年目 CF 40,000 

3 年目 CF 30,000 

4 年目 CF 20,000 

5 年目 CF 20,000 



＜問 1＞ 

キャパシティ→能力→固定費 

アクティビティ→活動→変動費

このようなイメージで作文 

損益分岐点の計算要素の観点に触れても良い 
 
 

＜問 2＞期間予算編成

これは作文でしょうか 

予算作成の意義。実行予算ではない事に留意 
 
 

ご自身の仕事から考えれば良いと思います

全社予算→部門予算→個人予算 

売上予算、原価予算・部門間調整・動機づけ、賞与算定 etc 

＜問 1＞仮設材料 

 
計算問題の学習からイメージしよう 

すくい出し→簿価を原価算入し終了後に評価額を原価から控除

損料計算→予定配賦率で計算 

言葉浮かばなかったら、内容だけ書いても良い 
 
 

＜問 2＞顧客ライフサイクルコスト

第 2 問で結構出ていた 

顧客側、販売側の両観点がある事は書いた方が良い

企画→設計→建設→維持→廃棄 

低減のためには企画段階から入った方が良いとされる（一般論） 

（任せっぱなしで後はリフォームではコストかかる） 

第 16 回 
 

 

17 回 
 



＜問1＞ 標準原価計算の４つの目的、建設業への適用

私が思いついたのは 

原価管理・計算の迅速化・改善活動 
 
 

建設業は個別性強いので、一般的な製造業でいう標準原価計算は向かない

むしろ実行予算を標準と考え予実対比をする事が大事 

 
＜問 2＞関連原価の２要件 

代替え案との比較時に差が出る原価

未来原価である事 

 
比較の観点で埋没原価、過去原価に触れて良い 

＜問 1＞手待ち時間 

手待ち時間の意味→到着遅れ（天候など）

原価性あり（拘束時間） 

直接費、間接費 

このあたりが説明できれば十分 
 
 

＜問 2＞原価改善と原価維持 

改善ときたら標準原価計算のイメージでいいでしょう

ともに差異分析をベースとする 

 
改善：引下げイメージ、ＰＤＣＡ（継続的活動）、ＱＣサークル 

 
 

維持：短期的な微調整イメージ 

18 回 
 

 

 

 

 

 
19 回 

 



 



 



 



 



 



建設業経理士２５回（原価計算）過去問ゼミ 

 

令和 2 年 9 月 3 日 

 

①過去問ゼミの学習方法 

既に 24 回までの過去問ゼミ確認済んでいる方 

→25 回のみ確認 

 
今回新たに過去問を実施する方 

→10 回～19 回までの過去問ゼミ（網羅型）確認 

24 回以降は、個別型です 

 
②過去問題集について 

ＴＡＣ（1,800 円）、ネットスクール（2,000 円：簡易テキスト付）のいずれかを用意した

方がいいと思います。 

建設業経理士のサイトでも無料で問題はダウンロードできますので、解き方のみ当社の講

座で確認するのであれば（当社の講座は解答は講座内で説明しており、解答として作成はし

ておりません）特に必要はありません。 

TAC の最新号では 16～25 回の問題集なので、15 回以前は建設業経理士のサイトからダウ

ンロードして下さい。 

 
③予想論点 

過去問の傾向と予想を用意しております。参考にしてください。 
 
 

④記述問題 

模範解答は、簿記上級者・公認会計士合格者などが複数人で 3 時間以上かけて作成してい

ます。本試験では、「主語＋述語＋さらに（例えば・具体的には）」作戦でいきましょう。 



記述式試験において空白が多いよりも、ある程度書けると安心感が生じ、残りの問題に

前向きになれます。 

建設業経理士試験は発表まで時間があります。各社の解答速報などを見ると、「少しでも

書いておけば良かった」となります。ぜひあきらめずに加点目指して頑張って下さい 

＜第 1 問＞ 

問 1→国土交通省告示に示されている材料費の定義を説明しなさい（250 文字） 

 
★本試験での対応→主語＋述語 

国土交通省告示に示されている材料費の定義は、建設現場内で使用する物品の消費額であ

る。仕訳にたとえてみます。 

①建設用材料の購入（100,000 円）

材料貯蔵品 100,000／現金 100,000 

②建設現場への払出（20,000 円） 

未成工事支出金 20,000／材料貯蔵品 20,0000

計算方法には「すくい出し方式」などもある

これで 10 点満点の 5～7 点はあると思います 

問 2→品質コストの分類について説明しなさい 

過去問で既出なので、ここは模範解答に近い回答が望まれます。 

過去問の確認ができていない場合は、以下のような解答で 2 点でも 3 点でも積み上げてく

ださい 

 
建設業として、完成した物件に対する品質を保証することは重要であり、その品質保証に関係

するコストは以下のようなものがある。 

①材料の検品体制にかかるコスト 

②現場でのチェックにかかるコスト 

③引渡し前のチェックにかかるコスト 

④引き渡し後にクレーム対応する場合のコスト 

引渡し後のクレームは信用低下も含め目に見えないコストも発生するので、できるだけ内

部のチェック体制を強化する必要がある。 

 
これでも 5 点くらいはあると思われます、 

 

10 点から 12 点 



＜第 2 問＞ 

 
1、2、4 は正解したい 

3 は、長期正常は販売計画にもかかわると思い出せれば対応可能です 

5 はイメージしにくいですね。 

 
予定操業度 240 日 工事間接費予算 2,400,000 

円予定配賦率＠10,000 円 

ある製品が 4 日でできた。40,000 円の原価。

実際には 480,000 円の遊休設備があった。 

再計算すると（2,400,000－480,000）÷240＝＠8,000 

8,000×4＝32,000 円 

∴アイドルコストの一部が配賦される 

∴正しい 
 

 

 
＜第 3 問＞ 

問 1,2（5 点）、問 3（４点）で計

算 101 を例に説明します 

直接材料費 294,000 

直接労務費 1,200×40＋1,300×60＝126,000

製造間接費 4,800×40＋4,600×60＝468,000

合計 888,000 

進捗率 888,000÷1,480,000＝60％

収益 1,800,000×60％＝1,080,000

利益 1,080,000－888,000＝192,000 

8 点確保 

できれば満点 14 点  悪くても 10 点 



じっくり時間かけよう。できれば満点 16 点 

＜第 4 問＞ 
 

 
問 1 

固定製造間接費は埋没原価 

∴ 

自製 2,900×1,000＝2,900,000 円 

 
購入 3,000×1,000＝3,000,000 円

検収費 200,000 

節約△250,000 

→2,950,000 

購入は 50,000 円不利 

 
問 2 

自製 2,900×1,000＝2,900,000 円 

 
購入 3,000×1,000＝3,000,000 円

検収費 200,000 

製品Ｑ利益→3,720,000－（900×1.3×1,000＋2,000×1.2×1,000）＝150,000 

利益はコストのマイナス要因 

→3,200,000－150,000＝3,050,000 

購入は 150,000 円不利 



悪くても 24 点は欲しい 

＜第 5 問＞ 

材料Ｑは本試験では間違う可能性高い 

従って、労務費・外注費・経費・人件費・差異分析３つ 

4 点×7＝28 点は時間かけてもいいので確実に取ろう 

時間があれば材料をじっくり計算し、未成工事支出金を解答する手もある

計算用紙を参考にしてください 

★役員の件は質問多いので説明します 

役員報酬 600,000 円（一般管理費と工事原価） 

工事関連の時間 80 時間 

一般管理の時間 120 時間 

工事関連は 1.5 倍 

∴ 工事 120：一般管理 120→一般管理費（原価報告書対象外）300,000、原価 300,000 

 

300,000 円を 103（10 時間）,104（50 時間）,105（20 時間）に按分 

37,500 円、187,500 円、75,000 円 

となります 
 

 

 

 
 悪い場合 良い場合 

1 問 10 12 

2 問 8 8 

3 問 10 14 

4 問 16 16 

5 問 24 28 

合計 68 78 

 

25 回は合格率 23.1％と少し低め程度なので、第一問は「何かが書けている」とそこそこの

点数があった、と考えればよいと思います。 

 

 
 

弥生カレッジＣＭＣ 



建設業経理士（原価計算）  出題論点 

 1（通常20点）記述 2（14点）理論選択 3（18点） 4（12点）計算 5（34点）総合問題 

      

1 
工事原価計算の目的 

工事間接費の工事別配賦計算 
語句選択 建設機械の損料計算 材料費・副費計算 完成工事原価報告書 

 

2 
予算設定の意義 

積算上と報告書上の経費の相違 

点 

 

正誤 

 

仮設材料の損料計算 

 

材料費計算 

 

完成工事原価報告書 

3 
個別と総合原価計算の相違点 

労務作業の原価計算処理 
語句選択 仮設資材の計算 部門費配分表 完成工事原価報告書 

 

4 

工事間接費を予定配賦する意義

仮設材料の損耗額配賦の意義と 

手法 

 

正誤 

 

建設機械の損料計算 

 

総合原価計算 

 

完成工事原価報告書 

5 
事前原価計算の意義 

工事間接費の原価算入手法 
正誤 部門別（連立方程式） 労務費会計 完成工事原価報告書 

6 
特殊原価計算の定義と活用 

工事間接費の実際配賦 
語句選択 社内損料計算 材料費計算 完成工事原価報告書 

7 
原価の本質の4要件 

固定費負担の平準化 
正誤 間接費の差異分析 工程別総合原価計算 完成工事原価報告書 

8 
工事進行基準と完成基準 

原価企画・維持・改❹ 
語句選択 社内損料計算 車両費率算定表 工事原価計算表 

9 
建設工事の原価計算の特性 

仮設資材の工事原価配賦方法 
正誤 部門別（連立方程式） 等級別総合原価計算 完成工事原価報告書 

 

10 

原価比例法における原価計算の

役割 

労務費の消費賃率 

 

語句選択 

 

機械ｾﾝﾀｰ費の損料計算 

 

車両費率算定表 

 

工事原価計算表 

11 
工事原価総額の意義 

原価計算の目的 
語句選択 差額原価収益分析 労務費会計（仕訳） 完成工事原価報告書 

 



12 原価計算制度の意義 

工事間接費の配賦計算 
語句選択 仮設資材の計算 組別総合原価計算 完成工事原価報告書 

 

13 工事原価総額の信頼性
材料副費の原価算入 

 

語句選択 
NPV 

累積的回収期間法による回収期間算 

定 

 

組別総合原価計算 
 

完成工事原価報告書 

14 基準操業度 

品質適合コストと不適合コスト 
語句選択 建設機械の損料計算 等級別総合原価計算 完成工事原価報告書 

15 補助部門の配賦方法 

累積的回収期間法 
語句選択 差額原価収益分析 工程別総合原価計算 完成工事原価報告書 

16 ｷｬﾊﾟｼﾃｨｺｽﾄ・ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｺｽﾄ 

期間予算編成に期待される機能 
原価・非原価選択 設備投資の意思決定 

ﾀｯｸｽｼｰﾙﾄﾞ・NPV 
内製・購入意思決定 完成工事原価報告書 

17 仮設材料費の把握方法 

顧客ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄの意義と低減 
原価・特殊現価選択 差額原価収益分析 部門費配賦(3法） 完成工事原価報告書 

 

18 
標準原価計算の目的と建設業へ
の適用 

関連原価の要件 

 

正誤 
 

労務費会計（仕訳） 
 

差額原価収益分析 
 

完成工事原価報告書 

19 手待ち時間の意味と処理方法 

原価改❹と原価維持 
個別・総合選択 建設機械の損料計算 設備投資の意思決定 完成工事原価報告書 

20 事前原価計算の種類 

機会原価と支出原価 
語句選択 工事進行基準から見積額逆算 新規投資の意思決定 完成工事原価報告書 

21 特殊現価調査とは 

正味現在価値とは 
正誤 建設機械の損料計算 内製・購入意思決定 完成工事原価報告書 

22 工事間接費の変動予算方式 

標準原価計算の厳格度 
語句選択 仮設材料 

（損料計算とすくい出し方式） 
工期短縮の意思決定 完成工事原価報告書 

23 経費の4つの把握方法 

直接工事費と工事直接費の違い 
正誤 建設機械の損料計算 好不況の改❹効果計算 完成工事原価報告書 

 

24 
原価の作業機能別分類 

組別総合原価計算の意義と計算 

方法 

 

原価の各種概念 
 

建設機械の損料計算 
 

新規投資の意思決定 
 

完成工事原価報告書 



25 国交省の材料費定義 

品質コストの分類 
正誤（間接費配賦） 工事進行基準の利益計算 内製・購入意思決定 完成工事原価報告書 

 
26 

基本予算と実行予算の関係・実
行予算の種類 

注文獲得費・注文履行費・全般 

管理費の特質と予算管理方法 

 
語群選択（材料費） 

 
3つの基準操業度における差異分析 

 
取替投資の意思決定 

 
完成工事原価報告書 

 

27予想 予定配賦膣の分母・分子 

完成工事原価報告書の経費内容 

 
損料計算 差額原価収益分析 

 原価企画・維持・改❹ 

ＡＢＣの意義 

 
部門別計算 経済効果算定 

 


